
１１月１７日（火）講師に田村消防署常葉分署から３名の消防士さんを
お迎えし、本年度第２回目の避難訓練を行いました。今回の避難訓練は、
①授業中ではなく休み時間に、②強い地震が発生し、③地震のため理科室
から出火した、という想定で行いました。子ども達には事前にお便りや時
間割などで知らせない「予告なしの訓練」でした。２校時が終わり子ども達が体育館や校庭で
遊んだり、それぞれの場所で休み時間を過ごしている中、校内放送が響き渡りました。「担任
の先生が近くにいない、同級生も教室や廊下そして校庭に散らばっている」という状況の中、
ほとんどの子ども達が落ち着いて行動していました。校庭の第１避難場所に集まり人員確認、
校長へ報告までに、今回は１分２０秒でした。前回は、授業中でしたが３分かかったことを考
えると、どれほど避難指示の後の行動が迅速であったかが分かります。全体会では、田村消防
署常葉分署の山口消防士さんから全体指導をいただきました。本校児童が真剣に参加し、とて
も落ち着いていたことを誉めていただきました。また、地震の被害のうち７割近くは倒壊物に
よる負傷だそうで、「落下物や倒壊物を避けるために机などの下にもぐる」「座布団や帽子をか
ぶり頭部を守る」「煙やほこりを吸い込むことを防ぐためハンカチを携行する」など、日頃か
らの心がけが大切であることを教えてくださいました。

【校長先生のお話「短時間で迅速に避難できました」】 【第一避難所 登り棒の前に全員整列】

【６年代表児童が感想を発表しました】 【常葉分署員の方から全体指導】

本年度、田村地方交通安全対策推進協議会より本校が選出され、「交通安全優良校」を受賞し
ました。本校の安全教育が認められたことは勿論ですが、ＰＴＡ生活指導委員会による街頭指
導を始め、日々、常葉地区交通安全協会の皆様にお力沿えいただき、児童・生徒を温かく見守
っていただいている総合的な評価ではないかと思います。保護者の皆様、関係機関、関係団体
の皆様に心より感謝申し上げます。
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○と ともに生きる子ども ○き きそい合う子ども ○わ わたしから行動する子ども



先月、今年度２回目となる「いじめアンケート」を実施いたしました。
今回は保護者の皆様からも回答をいただく形で行いました。ご協力いただ
きましたこと、誠にありがとうございました。ここでは、その結果につい
てお知らせいたします。
● 児童アンケートより（全児童１３４名からの回答を得ました。）
・ 悪口や陰口を言われた。冷やかしやからかいを受けた。
いじわるされた。いたずらされた。 …… １６件

・ 仲間はずれにされた。無視された。 …… ５件
・ たたかれた。けられた。押された。 …… ４件
・ ものをかくされた、とられた。 …… ３件

● 保護者アンケートより（のべ１３２名からの回答をいただきました。）
・ お子さんの様子がおかしいと思ったことがある。 …… １０件
（それが今でも続いている。 …… ３件）

・ お子さんがいじめられていると感じたことがある。 …… ４件
（それが今でも続いている。 …… ３件）

・ 誰かがいじめられているという話を聞いたことがある。 …… ８件
（それが今でも続いている。 …… ３件）

・ お子さんのいじめ問題に関して、心配なことがある。 …… １０件

上記の件につきましては、担任より子どもたちや保護者の方々への聞き取りを行い、相手方
への指導や連絡を行いました。また、この１５日には「第９回 生徒指導協議会」を開き、教
職員間での情報交換や話し合いを行い、次の点を確認したところです。
○ 「してよいこと、悪いこと」をしっかり教え、善悪の判断のできる子どもたちにする。
○ 「自分がされて嫌なことは、他の人にしない。」を基本的な考え方として、「相手の気持
ちに気づける」「人の気持ちが分かる」子どもたちに育てる。

○ 人と適切に接する（仲よくする、自分から謝る、自分の気持ちを伝える、問題を解決す
る、相手を許す など）ことができるようにしていく。

本校では、子どもたちの人間関係へのアンテナを高くし、いじめ問題の未然防止や即時対応
と解決するまで継続した指導を推進する校内体制を目指して参ります。保護者の皆様におかれ
ましても、お気づきの点がありましたら遠慮なく担任または学校までご連絡ください。よろし
くお願いいたします。

子ども達が外部講師による学
習を通して「本物」にふれ、知
的好奇心や社会性を育むため、
外部教育機関等にご協力いただ

き出前講座等を予定しております。（決定しているプログラムのみ紹介します。）
●ふくしま職業体験出前講座
※一般財団法人福島県専修学校各種学校連合会主催

１１月１８日（水）４年 総合「車いすの使い方を体験しよう」
講師 郡山健康科学専門学校 知野 様

H28 ２月１７日（水）6年 総合「パティシエのおしごと」
講師 日本調理技術専門学校 川井 様 武田 様

●ＪＦＡキッズプログラム2015「サッカー巡回指導」
※福島県サッカー協会キッズ委員会

１１月２６日（木）１～４年 体育「サッカー教室①」
１２月 ８日（火）３・４年 体育「サッカー教室②」

●国際理解出張講座 ※公益財団法人福島県国際交流協会
１２月１５日（火）５年 外国語活動「環境問題について学ぶ」

６年 外国語活動「世界の多様性について学ぶ」

他に、ドッジビー教室 12/14（全学年）、高学年ダンス教室（期日未定）が予定されています。
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